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刊行によせて 

第３代会長 齊藤祐司 

「石川家の人々」を読む会を立ち上げ、当会の運営に多大なる貢献を尽くしていただいた染井佳夫氏が

2021年 10月 17日に急逝されました。この活躍を記録にとどめ、追悼の意味を込めて本書『「石川家の

人々」を読む会 14年のあゆみ』を刊行する運びとなりました。 

入間市教育委員会生涯学習課に当時在職していた染井氏と私や担当職員と伴に入間市に寄贈を受

けた旧石川組製糸西洋館について、資料収集、研究と活用の検討していました。 

この中で染井氏から私的に石川組製糸について研究する会を立ち上げないかとの話しが私に持ち掛けら

れました。ちょうど石川家の皆様によって 2002年に刊行された『石川家の人々』があり、これを使用して研

究し、会の名称も「『石川家の人々』を読む会」とし、石川一族の方々、入間市の文化、歴史に興味ある

方々に声をかけ 2009年に会の発足することになりました。初代会長は石川家一族の青木和子さんにお

願いすることになり、染井氏は幹事として活躍して頂き、この後第２代会長としてご尽力いただきました。 

会は染井氏ならではの行動力、知識、発想により運営や研究内容と研究の方向性の提示がなされ、盛

り上がっていきました。また、会内部だけの活動のみならず、会による入間市生涯学習フェスティバルへの参

加、染井氏による外部での講演会、シンポジウムなど講師などとしての参加など積極的な活動を行っていま

した。これも染井氏であってのことと思われます。 

当会は閉会することになりましたが、染井氏によって明らかになった石川組製糸の歴史や多くの人の心に

刻まれた染井氏の活躍はこれからも残されていくものと思われます。 

本書の刊行にあたり、会員の皆様をはじめ本書の刊行にご協力いただきました多くの方々に厚く御礼を申

し上げます。 
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『石川家の人々』を読む会の結成と続く活動 

染井佳夫（２代会長・故人） 

 

2002年（平成 14）7月 5日、石川家に連なる安部正和・石川三郎・石川嘉彦（石川組製糸の

創業者石川幾太郎氏の曽孫・本家当主）の各氏および多くの親族等協力者による大部の資料集『石川

家の人々』が刊行されました。その頃までに石川組製糸に関して多少の掘り起こし―講演活動等を行ってい

た私も一冊戴きました。しかし現役校長としての勤務もあり、全 640 ページ近い大部だったため、なかなか活

用まで至りませんでした。多くの親族の方々も同様ではなかったかと思います。 

2009年（平成 21）3月、金子中学校長を最後に定年退職した私は 5月に市内の歴史愛好家や

石川家の親族に呼びかけて「『石川家の人々』を読む会」を立ち上げました。創立第 1回の例会は、たしか

東町公民館の一室でした。第 1期の会長は元星野女子高教諭で石川家親族の青木和子氏にお願いし

ました。私は幹事の一人として、「『石川家の人々』を読む会ニュース」の発行に携わり、例会は毎月 1回報

告者を立てて行うこととしました。熱心な会員の協力で、台風で流れた 1回を除き必ず 100回以上の例

会が毎月続き、「…ニュース」も必ず発行されました。新型コロナウィルスの蔓延等により例会の持てない時期

もありましたが、細切れではあっても例会は続けられています。また、私の大腸がん切除手術―入院により作

業ができなかった 122・23号を除いた 136号まで、「…ニュース」の編集・発行は私が続けてきましたが、そ

の後の再発―抗がん剤治療のため、現在では他の会員の協力により発行が続けられています。本会の取り

組みの中間まとめともいえるのは 2017年度（平成 29）に“ALIT FESTA2017”として開催された「石

川組製糸ものがたり展」への協力です。 

1995年（平成 7）の入間市博物館開館以降、まとまった企画展としては紹介されてこなかった「石川

幾太郎と石川組製糸」をほぼ網羅的に展示することができたのは、会員でもある学芸員と石川各家の親族

の皆さんとともに、私たち会全員の努力もあったものと自負しております。 

 

 

 

本稿は、令和 3年 10月 17日、満 73歳で亡くなられた染井先生が、 

「自叙伝風のエンディングレポート」としてお別れの会で弔問者に配られた小冊子 

『観て 読んで 感じて/生きた 書いた 伝えた―楽楽庵自娯叙記―』から 

再掲させていただきました。石川組の研究は先生のライフワークでした。 
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年月日 例会

回数 
活動内容・関連事項 

  

2009年[平成 21年] 

4.10  「『石川家の人々』を読む会のお知らせ」呼びかけ 齊藤祐司・染井佳夫 

5.13 1 「読む会」10名でスタート。会長青木和子 幹事齊藤祐司、染井佳夫（庶

務）（8/30～会計三浦久美子）以後東町公民館か久保稲荷公民館で毎

月１回開催。 

6.1  『石川家の人々』を読む会ニュース 第 1号発行 

12.11  例会兼歳末懇親会 /石川洋行楽蔵２階。 

2010年 

3  「文芸入間」32号が石川組を特集 

10.1  広報いるまが西洋館を特集。「読む会」も紹介される。 

12.16 20 例会兼忘年会 /インド料理レストランジャイプール 

2011年 

3月  東日本大震災。武蔵豊岡教会改築・新築の動きにあたり、当会会員など有志

が集まって「入間市の文化遺産をいかす会」を結成。 

5.8  入間市の文化遺産をいかす会と共催で、武蔵豊岡教会保存講演会を開催 

講師は山形政昭大阪芸大教授・内田青蔵神奈川大学教授 /黒須公民館 

5.14  『大地の園』ヒロイン「まりちゃん」のモデル増島満喜宅を訪問・調査 

5月  飯能市南の関口なつ氏生家、旧吾野小学校、原市場小学校等現地踏査 

11.5～6  久保稲荷公民館まつり（文化祭）に展示で参加 

12.04  入間市生涯学習フェスティバルに初参加/産業文化センター 

12.13 31 入間市の文化遺産をいかす会と合同でクリスマス会・忘年会/石川洋行楽蔵

２階 

12.22  会の活動が、埼玉新聞県西版「西方見聞録」で紹介される 

2012年 

4.26 35 青木会長が退任、染井新会長に。例会を公民館から石川洋行楽蔵 2階に

変更 

12.2  入間市生涯学習フェスティバルに参加 

12.12  香川豊彦記念松沢資料館訪問 

12.21 43 例会兼忘年会 /楽蔵 2階 

おもなできごと（年表） 

 



 

 

~ 3 ~ 

 

2013 年 

6.14  染井会長が『石川家の人々』編集に尽力された石川三郎氏を甲府のお宅に訪

問 

12.1  入間市生涯学習フェスティバルに参加 

2014 年 

3～4月  会員の講演 所沢法人狭山支部（染井）・入間市立図書館（忍足）。養

蚕部所蔵資料の調査/吉田・青木・染井。このころ、いき出版編「写真アルバム 

狭山・入間の昭和」に石川製糸・豊岡大学・狭山茶関連史掲載（染井） 

5月～  忍足ユミ会員が月例講座「シネマを読み解く」市立図書館主催 

7月  旧石川組製糸西洋館が改修終えて一般公開開始。会員もボランティア参加 

9月  武蔵豊岡教会が曳家・耐震改修を終えて献堂式 

11.14  忍足会員が講演「石川信雄と斎藤史」市立図書館主催 

12.7  入間市生涯学習フェスティバルに参加 

12.11 67 例会兼忘年会 /インド料理ジャイプール 

2015 年 

1.23 68 例会会場を石川洋行母屋に変更 

11.20  所沢織物文化講演会「石川組製糸の変遷と社会貢献」染井佳夫 

12.6  入間市生涯学習フェスティバルに参加 

12.16 79 入間市の文化遺産をいかす会と合同の忘年会/インド料理ジャイプール 

2016 年 

4.15  小江戸川越 RC講演 染井 

  染井会長が入間市文化財保護審議委員を委嘱される 

8.28 87 石川忠雄家文書の整理と読解を始める（7回） /入間市博物館 

12.4  入間市生涯学習フェスティバルに参加 

12.21 91 例会後、入間市の文化遺産をいかす会と合同の忘年会 /串いち 

2017 年 

7.24 98 「石川組製糸ものがたり」展準備中間報告と討議 /石川洋行母屋 

9.27 100 例会が 100回目となる 

10～12

月 

 入間市博物館にて「石川組製糸ものがたり」展開催。会員も執筆や講演、展

示案内等で協力。11/18 染井会員が講演。12/2速水美智子氏の講演会

を共催 

10.21  忍足会員が石川信雄の評伝「天にあこがる」を出版 

11.18 102 例会 100回達成記念の会 /入間市博物館館庭 レストラン一煎 

12月  入間市生涯学習フェスティバルに参加 
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12.11  入間市の文化遺産をいかす会と合同の忘年会/インド料理ジャイプール 

2018 年 

5.28 106 甲府出張例会 石川三郎・真弓氏 /山梨県博・舞鶴城公園・かいてらす 

12.2  入間市生涯学習フェスティバルに参加 

12.16  入間市の文化遺産をいかす会と合同の忘年会 /インド料理ジャイプール 

2019 年 

1.13  BS テレビ朝日「百年名家」で石川組製糸西洋館が紹介される 

2.19  上武絹の道ネットワーク（佐滝剛弘氏ら）西洋館に訪問 

5.19  自由学園南沢フェスティバル見学 

9.25 120 例会が 120回となる 

12.1  入間市生涯学習フェスティバル参加。10年のあゆみ「読む会 NEWS」で振返

る 

12.6  入間市の文化遺産をいかす会と合同の忘年会 /インド料理ジャイプール 

2020 年 

3～5月  新型コロナウイルス蔓延により例会を中止し、ニュースのみ発行 

4月  西洋館の写真を使った手作りの「創立 10周年記念しおり」が完成。会員に配

布 

6.28  新型コロナ感染防止対策として、豊岡ぷち大を会場に例会を開催 

7.1  石川組製糸関連史料４点（石川家土地台帳・芳名帖・筑前石川組関係

書簡群・石川忠雄家文書）が入間市の文化財に指定される 

7.19  新型コロナの影響で、例会会場を、イルミン（市民活動センター）または黒須

公民館に変更して開催。「労働婦人」読了 

8～9月  新型コロナ感染拡大のため例会中止。染井会長が入院のため、ニュース作成を

平田会員に引き継ぐ。例会中止の際は、会員の投稿など掲載して発行を続け

る。 

8.23～

30 

 高麗神社にて「高麗偉人伝 石川幾太郎展」開催。染井会長が監修。8/23

染井会長の講演会 8/29史跡散歩 

10.25  3 か月ぶりの例会。テキスト「石川余滴」 

11.23  平田学芸員から指定文化財「石川組製糸関係資料」や新寄贈資料の解説/

博物館 

12～2月  コロナ禍のため例会中止 

2021 年 

1.15  杉崎会員が町田とくと石川幾太郎のあゆみ『銀の糸と二つの十字架』を上梓 

3.28  4 か月ぶりの例会。杉崎氏により著書からのレポート 6回連続。 
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4.17 130 例会が 130回となる 

8～10月  コロナ緊急事態宣言・投票日で例会中止 

10.17  染井会長逝去 

12月  豊岡大学プロジェクトが『豊岡大学ものがたり』発刊。故染井会長や発智金一

郎会員が執筆協力 

2022年 

1.23  2022年度からの活動方針を決める。斎藤祐司氏が会長、奇数月に例会

（黒須公民館）、偶数月にニュース発行へ変更。 

2月  コロナ禍のため例会中止 

4.24  小江戸川越「大地の園」の会つどいで杉崎会員が講演 

5.16  テキスト「原町市史」を読み始める 

9.26 140 例会 140回となる 

10.17  故染井会長の１周忌。会員有志で墓参 

11.21  読む会 14年のあゆみと NEWS合本を冊子にし、追悼出版とすることを決める 

12月  旧黒須銀行のクラウドファンディングに会として寄付 

2023年 

3.20 143 2023年度は例会を休止。冊子を刊行後に解散する方針を固める 

4.27  会報 162号発行。以降の活動は編集作業 

10月  『14年のあゆみ』を刊行し、会員・図書館等へ配布。会を解散 

楽蔵での例会（2011年） 

左から 石川洋子・葛生・石川嘉彦・ 

青木和子・斉藤次雄・齊藤祐司・岡野

真幸・吉田茂雄 

久保稲公民館文化祭（2011年） 

左から 染井佳夫・石川嘉彦・本多・ 

岡野こずえ・吉田茂雄 
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